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懸案の２事業
熱中小学校・小学校空調設備設計委託

　６月定例会は、６月８日～21日まで開かれ、請願２件、議案24件、議員提出議案２件について審議した。
なかでも、３月定例会で認められなかった「熱中小学校事業」・「小学校空調設備設計業務委託」の２事業が、
再度上程され、長時間にわたる熱心な審議の上、賛成12名反対３名で可決した。

平成30年度琴浦町一般会計補正予算
賛成12名　反対３名

可
決

討 論

反対（青亀議員）
◆「常識では考えられない予算」
　減額動議により可決した30年度当初予算であるのにも関わらず、減額された２件の経
費が復活している。常識的には考えられない予算と言わざるを得ない。
　自治体運営は、住民福祉の増進を最小の経費で最大の効果をあげるようにして行わな
ければならない。自然循環エネルギーによる空調を体感させながら、地球温暖化防止を
実体験させる教育が、必ず大きな力を発揮することになる。幅広い選択肢の中から、技
術的合理性と経済的合理性に教育的効果も加味した総合的な事業展開にすべきだ。

議案第67号
平成30年度琴浦町一般会計補正予算（第１号）

熱中小学校事業　1,860万円
 内訳　施設整備工事費　1,000万円
 　　　運営費補助金　　   860万円

小学校空調設備設計業務委託料　1,750万円

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

中電
技術

５／23報告

議会
報告

補正予算
本契約

全協 全協 ６月定例会 全協 11月中旬
臨時会

12月中旬
定例会

報告 報告 比較結果
報告

詳細
設計 ５校

６月末
発注 ４、５ヶ月 11月

中旬

工事 ５校
工事約６ヶ月

詳細設計 
予算承認

工事費
予算承認

工事費
本契約承認

12月上旬
発注・仮契約 ６月下旬完成

指名業者
見積期間１ヶ月

工程表
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懸案の２事業
熱中小学校・小学校空調設備設計委託
6月定例議会

反対（押本議員）
◆「空調設備と熱中小学校、議会基本条例第12条にかんがみ反対である。」
　空調設備の導入により、教育費が1,500万円程度増える可能性があるが、財源はどうなっ
ているか、その検討も示されていない。また熱中小学校の熱さは感じるが、琴浦町で展
開される熱中小学校のあるべき姿が、執行部の説明からは見えてこない。議会における
最高規範である、「議会基本条例第12条」の説明責任を果たしていただきたい。

反対（高塚議員）
◆「熱中小学校・空調設備についてはさらなる検討を要する」
　地球規模で考えるエネルギー対策は待ったなしの状態であり、環境教育を兼ねてエア
コン事業を行うことは、非常にいいことだと思う。熱源として、再生可能エネルギーを
含めて、再考を促したい。基本的には、熱中小学校事業自体に関しては賛成だが、以西
小学校ありきで話が進んでいる。また、突然浮上してきた通販事業に関しては、議員が
納得できるような内容ではない。

賛成（桑本賢治議員）
◆「快適な環境を提供するのは行政の義務である」
　子どもたちに快適な環境を提供するのは、行政の義務であり、早急に取り組むべきである。
　久々に心が「カッ」となるものを覚えた熱中小学校事業。未知であり、かつ問題点もいっ
ぱいあるが、琴浦町創生のため、早急に取り組むべきである。

賛成（川本議員）
◆「まずはスタートして検討」
　小中学校の空調設備は必要であり、このたびの設置計画に敬意を表する。不安ではあ
るが、まずはスタートして検討したいという思いで賛成する。
　熱中小学校は交流人口の拡大、人材育成の観点からすれば、おもしろい事業だと思っ
ている。ただし、熱中通販事業に関しては一抹の不安がのこる。単年度予算であるので、
今後の成果を検証しながら進めるが、熱中小学校に限らず、すべての事業において、執
行部と議会が一致団結し、よりよい琴浦町のために協力したい。

賛成（桑本始議員）
◆「町長に苦言を呈しながら賛成」
　熱中小学校の人材育成という側面からは、大いに賛成する。ただしその運営費を捻出
する熱中通販事業に関しては、その実態を把握できていない状態である。３年間やって
みて、赤字だったら中止するという旨の町長発言があったので、苦言を呈して賛成する。
長い目で都市との交流のなかのローカルイノベーションにおいて、関係人口につながる
のが熱中小学校だと考えている。
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賛否が分かれた議案等の起立採決による審議の結果
審議結果 前
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議案第67号　琴浦町一般会計補正予算（第１号） 可決 12 ３ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ 議

議案第79号　琴浦町赤碕財産区管理会委員の選任につき同意を求めることについて 可決 ９ ４ ○ ○ ○ ○ 除 ○ ○ × × ○ ○ × ○ × 除 議

議案第80号　琴浦町成美財産区管理会委員の選任につき同意を求めることについて 可決 12 ３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × ○ 議

議案第81号　琴浦町安田財産区管理会委員の選任につき同意を求めることについて 可決 12 ３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × ○ 議

議案第82号　琴浦町以西財産区管理会委員の選任につき同意を求めることについて 可決 12 ３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × ○ 議

この表に掲載していない議案は全会一致で可決しました。○＝賛成　　×＝反対　　欠＝欠席　　議＝議長　　除斥＝除

賛成（福本議員）
◆「議会基本条例12条に反するような行為が、議会の不信感を募らせたのではないか」
　空調設備事業は電気一辺倒の話からスタートしたが、環境面を配慮した提案にまで発
展してきたことは、決して無駄ではなかったと思っている。実施にあたっては、県内で
も最も優れた空調設備になることを期待し賛成とする。熱中小学校事業については、人
材育成という観点からすると、いろいろなジャンルの授業が展開されるのは、すばらし
いことだと思うが、「熱中通販」をはじめとして、まだまだ不安材料はある。町長責任と
して一年一年検証をしていく必要があると思う。ただし、やるからには、琴浦ならでは
の企画運営を行い、実のなるものにしていただきたい。大変な船出になると思うが、賛
成して応援していきたい。

賛成（澤田議員）
◆「熱中小学校は、交流人口・関係人口を増やして地域の活性化につなげる良いチャンス」
　熱中小学校の理想は、自発的に考え行動できる人材を育成していくことだが、これは琴浦町
が目指す、ひとづくり、まちづくり、しごとづくりという地方創生総合戦略の観点からも、町の
活性化にとても良いことだと思う。新しくアクションを起こすということは、かなりのエネルギー
を必要とするが、熱意ある塾生を募り、全国の仲間とともに、よりよい熱中小学校に築き上げ
ていただくことを期待したい。空調設備については、県下の状況を見ると、設置に向けて、計
画がどんどん進められている状況でもある。子どもたちがわが町を誇りに思い、しっかりと学
んでほしいと思うので、各学校に適したより良い学習環境の整備をお願いしたい。

賛成（前田敬孝議員）
◆「10パーセントの可能性があれば、熱中小学校事業はやるべき。必ず何かが残る。」
　エアコン事業について、当初は必要性を感じていなかったが、東伯中学校、浦安小学校
での現場視察で考えを改めた。教室内の温度は、体感温度で３～５℃は上昇しており、先生
にとっても耐え難いものだと思う。一方多くの問題があった熱中小学校事業ではあるが、人
材育成ということに関しては、非常に良いプロジェクトだと思う。琴浦町にある自然、資源
そして人材すべてをかけあわせれば、最高の熱中小学校になると思う。また、活きた進路指
導室としての可能性も十分にあると考える。

賛成（大平議員）
◆「忸

じく

怩
じ

たる思いで賛成」
　２事業につき、問題の本質は、３月議会以前から、議会報告前にその詳細が外部に漏れ、
独り歩きしていたことである。二元代表制の一役を担い、子どもたちのため、賛同する
のが妥当と判断した。このような事態を踏まえ、町長には、進捗状況をしっかり、こと
あるごとに議会に報告し、事業を進めていただくよう要望する。
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議案第67号　琴浦町一般会計補正予算（第１号） 可決 12 ３ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ 議
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議案第82号　琴浦町以西財産区管理会委員の選任につき同意を求めることについて 可決 12 ３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × ○ 議
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賛成（新藤議員）
◆「校長室だけでエアコンを使うのは申しわけないとおっしゃる校長先生の思い」
　浦安小学校での現場視察の際、本当に暑いな、エアコンが必要だなと感じた。
　反対意見に耳を貸さないわけではないが、暑いからと言っても、校長室にだけ設置され
ているエアコンを使用するわけにはいかないと言われた校長先生の思いがよく分かった。
　熱中小学校は、３年間で売り上げ１億円という数字は、非常に甘い考えだと言わざる
を得ない。しかしやるからには、人材育成による地方創生事業なので、本当に前向きに
進んでいただきたい。まちづくり、ひとづくり、琴浦町が安心して暮らせるまちづくり
のためには、やはりこれを成功させていただきたい、という思いでいっぱいである。

請願・陳情
番　　　号 件　　　名 提　出　者 要　　旨 付　託

委員会
委員会
の意見

本会議
採択結果

請願第１号

核兵器禁止条約の
日本政府の署名、
批准を求める意見
書採択についての
請願

ヒバクシャ国際署名をすすめる
鳥取県民の会代表
鳥取県原爆被害者協議会
　会長　田中一朗

　日本政府がすみやかに核兵器禁止条約に
署名、批准することを求める意見書を提出
されるよう陳情する。

総務 採択
採択

（国に意見
書提出済）

請願第２号 地方財政の充実・
強化を求める請願

自治労鳥取県本部
　執行委員長　西村裕生
琴浦町職員労働組合
　執行委員長　林原裕司

　2019年度の政府予算と地方財政の検討に
あたり、国民生活を犠牲とする財政とするの
ではなく、歳入・歳出を的確に見積もり、人
的サービスとしての社会保障予算の充実と
地方財政の確立ができるよう政府に要求する。

総務 採択
採択

（国に意見
書提出済）

議案第79号
琴浦町赤碕財産区管理会委員の選任につき同意を求めることについて

反対（高塚議員）
◆「選考方法に問題があり、かつ男女共同参画推進条例違反である」
　提案された７名の方は適任であるとは思うが、議員が７名中２名管理会委員として提案
されており、二元代表制の趣旨に反している。また、町の男女共同参画推進条例では、町の
付属機関の委員は男女の数は均衡するようにとあるのにも関わらず、女性は７名中１名しか
提案されていない。完全に条例違反である。

議案第80～82号
琴浦町成美・安田・以西財産区管理会委員の選任につき同意を求めることについて

反対（高塚議員）
◆「提案されている７名の方全員が男性であり、完全に条例違反である。」
　提案された７名の方は適任であるとは思うが、男女の比は均衡するようにとした、町
の男女共同参画推進条例に違反している。
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委員会の活動
総務常任委員会
　６月18日に委員会を開き、所管の各課から議案内容
や事業などの報告と説明を受け、各委員の活発な質問
と意見が出された。
　また付託された２件の請願の審議をして、委員会で
は「核兵器禁止条例の日本政府の署名、批准を求める
意見書」については、賛成多数で採択。「地方財政の
充実・強化を求める」については、一部内容を精査し
て全会一致で採択とした。
� 委員長　川本 正一郎
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教育民生常任委員会
　６月14日に委員会を開き、各課からの報告事項、議
案に関する説明を受け、質疑を行った。その後、「小
中学校空調設備工事事業」で整備が検討されているう
ちの浦安小学校の現状を視察し、事業取り組みに関し
ての認識を深めた。
� 委員長　大平 高志

小
中
学
校
空
調
設
備

　

�

太
陽
光
発
電
も
案
に
加
え
て
欲

し
い
。
環
境
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
等
も
考
慮
す
べ
き
で
は
。

　

�

設
置
す
る
学
校
の
屋
根
の
状
況

か
ら
し
て
困
難
と
考
え
て
い
る
。

　

�

最
近
は
地
中
熱
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

方
式
も
で
き
た
。
環
境
の
こ
と

も
あ
り
柔
軟
に
考
え
て
は
。

　

�

環
境
教
育
は
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
実
施
し
て
い
る
。
柔
軟
に
考

え
て
み
た
い
。

い
じ
め
問
題

　

�

調
査
委
員
会
立
ち
上
げ
ま
で
の

教
育
委
員
会
の
対
応
は
ど
う

だ
っ
た
の
か
。
ま
た
検
証
が
長

期
化
し
て
い
る
理
由
は
。

　

�

対
応
し
て
き
た
。
調
査
委
員
会

は
設
置
要
求
が
あ
っ
た
の
で
設

置
し
た
。
一
つ
一
つ
の
事
象
に

つ
い
て
検
証
す
る
た
め
長
期
化

し
て
い
る
。

　

�

再
発
防
止
へ
の
取
り
組
み
は
ど

う
か
。

　

�

学
校
で
対
応
し
て
い
る
。

QＡQＡQＡQＡ

浦安小学校を視察

総務常任委員会
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町税等滞納問題調査特別委員会
　６月定例会において、議会に全議員で構成される「町税等滞納問題調査特別委員会」を設置した。
　委員長 高塚勝、副委員長 大平高志。
　町は、今年３月末現在総額約４億3584万円（内訳別記）の滞納があり、議会としても滞納解消に取り組んで
いくものとする。� 委員長　高塚 勝

農林建設常任委員会
　６月15日に委員会を開き、一般会計及び農業集落排
水事業特別会計、下水道事業特別会計、水道事業会計
補正予算の説明を聞き、精査を行った。
　そのうち特別会計は ｢地方公営企業化｣ を平成34年
度に移行する計画を２年早める変更の説明を受けた。
　７月10日には新しい制度に移行した農業委員会と意
見交換会を行った。
� 委員長　青亀 壽宏

林
養
魚
場
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
片
（
ろ
過
材
）
の
流
出

　

�

ろ
過
材
が
流
出
し
た
と
い
う
が
、
浄
化
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

�

養
魚
場
の
浄
化
は
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　

�

汚
染
水
も
海
に
流
出
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

�

有
害
物
質
が
流
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
�

養
魚
場
と
災
害
協
定
は
あ
る
の
か
。

　
�

協
定
は
必
要
だ
と
考
え
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
協
議
し
て
い
き
た
い
。

農
業
研
修
生
の
募
集

　

�

研
修
生
の
た
め
の
部
屋
は
５
つ
あ
る
の
に
な
ぜ
募
集
は
２
人
な
の
か
。
部
屋
の
管
理

は
誰
が
す
る
の
か
。

　

�

ミ
ニ
ト
マ
ト
栽
培
研
修
生
で
２
名
を
募
集
す
る
。
徐
々
に
他
の
作
物
に
つ
い
て
も
追

加
募
集
を
考
え
て
い
る
。
管
理
は
農
林
水
産
課
が
行
う
。

　

�

Ｊ
Ａ
と
な
ぜ
連
携
し
な
い
の
か
。
商
工
と
農
政
の
連
携
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

�

ま
ず
、
移
住
・
定
住
相
談
会
と
連
携
す
る
。
同
フ
ェ
ア
ー
と
連
動
し
た
、
体
験
ツ
ア
ー
に

も
取
り
組
み
地
域
お
こ
し
協
力
隊
も
考
え
て
い
る
。

　

�

移
住
・
定
住
を
協
議
す
る
場
で
、
自
己
資
金
等
を
把
握
し
て
い
る
か
。
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
や
Ｉ
Ｊ
Ｕ
タ
ー
ン
の
失
敗
例
の
対
応
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

�

把
握
し
て
い
な
い
。
失
敗
例
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
な
が
ら
生
産
部
と
協
議
し
実
現

す
る
。

下
水
道
の
公
営
企
業
化

　

�

繰
入
金
で
収
支
が
成
り
立
っ
て
い
る
が
、
目
指
す
収
支
の
モ
デ
ル
は
あ
る
の
か
。

　

�

維
持
管
理
は
、
使
用
料
で
ま
か
な
う
こ
と
に
な
る
が
、
償
還
金
等
は
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

　

�

企
業
会
計
移
行
で
は
独
立
採
算
に
な
る
が
、
住
民
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
の
説

明
を
。

　

�

固
定
資
産
調
査
に
よ
り
保
有
資
産
が
明
確
に
な
り
、
将
来
の
施
設
の
更
新
や
必
要
経

費
が
分
か
り
、
計
画
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
可
能
に
な
る
。

QＡQＡQＡQＡQＡQＡQＡQＡ

農業委員会との意見交換会（分庁）

� （千円以下切捨て　単位：万円）
区　　分 滞 納 額 区　　分 滞 納 額 区　　分 滞 納 額

個人町民税 4,924� 特別障害者手当返還金 48 下水道負担金 2,117
法人町民税 131 生活保護返還金 74 下水道分担金 15
固定資産税 4,894 児童扶養手当返還金 125 林原育英奨学金 6
軽自動車税 257 ポート赤碕テナント使用料 69 奨学資金貸付金 22
国民健康保険税 6,815 住宅使用料 4,228 住宅新築資金等貸付金 14,450
介護保険料 984 水道使用料 2,175 大学入学資金 11
後期高齢者医療保険料 38 集落排水使用料 431 学校給食費 34
保育料 613 下水道使用料 1,060

合　　　計 4億3,584万円
児童クラブ利用料 4 集落排水分担金 59

妻波海岸に漂着
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一 般 質 問

一般質問ここが
聞きた

い

一般質問 Q A&
質 問 議 員 質　問　事　項 掲載ページ

青亀　壽宏 ①下水道料金の徴収方式に水道使用料と連動させる方法を導入してはどうか。
②負担感が強い国民健康保険税の改善を図るべきではないか。 ９

高塚　　勝 ①債権回収滞納整理について
②同和対策について 10

福本まり子

①国民健康保険事業について
②芝生化した園庭等の管理について
③公文書管理について
④「政治分野における男女共同参画推進法」（候補者男女均等法）について

11

押本　昌幸
①歴史と観光について
②財務省ヒアリング結果について
③出生率について

12

川本正一郎 ①人口減対策と後継者について
②交流人口対策について 13

大平　高志
①防災対策について
②琴浦パーキングエリア周辺整備について
③町長交際費について

14

桑本　　始 ①2025年～2040年問題について 15

※青字は、本紙では省略
一 般質問の答弁者に「○○課長」とあるのは、地方自治法第121条の規定により、町長及び行政委員会の長か
ら「委任を受けた説明員」として出席した課・局・室長の答弁。

議　　長 町長及び行政委員会の長 各課・室・局長
出席要求 委任
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一 般 質 問 一 般 質 問

下
水
道
料
金
の
見
直
し

現
行
下
水
道
料
金
は
、
頭
割
り
負

担
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
料
金
体

系
で
は
大
家
族
に
負
担
が
多
く
の
し
か
か

る
。
使
う
水
の
量
（
水
道
使
用
料
）
を
下

水
道
料
金
に
リ
ン
ク
さ
せ
る
料
金
体
系
に

し
て
は
ど
う
か
。

小
松
町
長

答
　

世
帯
人
数
割
り
の
料
金
体
系
に
な
っ
て

い
る
。
以
前
か
ら
ご
指
摘
の
意
見
が
あ
り

承
知
し
て
い
る
。
変
更
で
き
る
か
ど
う
か

検
討
す
る
。

早
期
の
見
直
し
を

問
　
県
内
の
実
態
を
調
査
し
た
。
下
水
道
料

金
を
水
道
使
用
料
で
き
め
て
い
る
の
は
８

市
町
で
、
人
数
割
り
設
定
は
11
市
町
村
の

割
合
に
な
っ
て
い
る
。

　
中
部
で
は
、
琴
浦
町
以
外
は
水
道
使
用

料
を
基
準
に
し
て
い
る
。
早
期
に
見
直
す

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
踏
み
込
ん
だ
答

弁
を
求
め
る
。

34
年
を
目
標
に
考
え
て
い
る

小
松
町
長

答
　

料
金
体
系
の
変
更
の
目
標
は
公
営
企
業

会
計
に
移
行
す
る
34
年
度
に
考
え
て
い
る
。

国
保
の
子
ど
も
の
減
免
を

「
特
別
な
理
由
」
を
活
用
し

問
　
国
保
税
の
算
定
基
準
の
見
直
し
や
国
保

法
77
条
の
「
特
別
な
理
由
」
を
使
っ
て
多

子
家
庭
な
ど
の
加
入
者
の
減
免
を
行
う
べ

き
で
は
な
い
か
。

見
極
め
が
必
要

小
松
町
長

答
　

見
極
め
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
る
。
今

や
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。

今
が
チ
ャ
ン
ス
だ

問
　
国
保
加
入
者
一
人
当
た
り
８
、３
２
２

円
多
く
集
め
、
一
年
で
４
千
万
円
、
基
金

が
貯
ま
る
徴
集
方
針
だ
。

　
財
源
的
に
余
裕
が
あ
る
と
き
に
77
条
の

「
特
別
な
理
由
」
を
適
用
し
て
多
子
家
庭

の
頭
割
り
の
改
善
の
チ
ャ
ン
ス
、
子
育
て

支
援
、
負
担
軽
減
の
チ
ャ
ン
ス
を
ど
う
し

て
活
か
さ
な
い
の
か
。

６
年
間
や
れ
ば
ど
う
な
る

小
松
町
長

答
　

今
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
な
こ
と
を
６
年

間
や
れ
ば
、
そ
の
先
が
ど
う
な
る
か
と
思

う
。
※「
激
変
緩
和
」
の
中
で
ど
う
い
う

方
向
が
出
て
く
る
か
、
そ
れ
を
見
た
い
。

構
造
問
題
は
何
と
か
し
な

け
れ
ば

問
　
国
保
の
構
造
問
題
は
、
人
数
割
り
世
帯

割
と
い
う
課
税
方
法
で
は
多
人
数
の
と
こ

ろ
は
高
く
な
る
。
こ
の
構
造
を
何
と
か
し

な
い
と
格
差
の
放
置
に
な
る
。

腹
入
れ
が
で
き
て
い
な
い

小
松
町
長

答
　

今
回
の
質
問
で
構
造
上
の
問
題
と
は
何

を
指
す
の
か
を
聞
い
て
い
る
が
、
今
ひ
と
つ

腹
入
れ
が
で
き
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　

合
理
的
な
理
由
が
あ
れ
ば
、
対
応
し
た

い
と
い
う
こ
と
が
今
言
え
る
こ
と
だ
。

　
　問

※
　
激
変
緩
和
と
は

　

国
保
広
域
化
に
伴
い
集
め
る
べ
き
保

険
料
総
額
が
著
し
く
増
加
す
る
市
町
村

に
対
し
措
置
さ
れ
る
も
の
（
平
成
35
年

度
ま
で
）

問 使用量に応じた
 下水道料金に

答 検討する
青亀　壽宏 議員

―　9　―第57号　2018年８月１日　ことうら議会だより



一 般 質 問 一 般 質 問

債
権
回
収
滞
納
整
理

　
　
　
①
平
成
30
年
３
月
末
の
町
税
等
の

滞
納
額
が
４
億
３
５
９
７
万
円

　

 

あ
り
、
債
権
回
収
・
滞
納
整
理
の
促
進

を
図
る
よ
う
、
町
監
査
委
員
の
定
期
監

査
報
告
書
の
指
導
事
項
が
あ
る
。
ど
の

よ
う
に
対
応
す
る
か
。

② 

総
て
の
債
権
を
一
元
化
し
、
専
門
部
署

を
設
け
て
対
応
す
べ
き
で
は
。

小
松
町
長

答① 

町
税
の
滞
納
整
理
に
つ
い
て
は
、
副
町

長
を
筆
頭
に
実
施
本
部
を
設
置
し
て
滞

納
解
消
を
や
っ
て
い
る
。
ま
た
、
広
域

連
合
に
徴
収
委
託
を
以
前
よ
り
積
極
的

に
行
っ
て
い
る
。

② 

副
町
長
を
本
部
長
に
町
税
等
滞
納
整
理

実
施
部
会
で
全
体
を
取
り
ま
と
め
る
形

で
や
っ
て
い
る
が
、
専
門
部
署
・
専
門

室
を
設
け
る
検
討
は
し
た
が
、
広
域
連

合
委
託
の
結
果
を
見
て
検
討
す
る
。

小
林
教
育
長

答① 

奨
学
金
・
大
学
入
学
資
金
の
滞
納
は
、

時
間
が
か
か
る
が
完
納
予
定
。
給
食
費

滞
納
は
、
町
外
に
転
出
さ
れ
た
方
も
あ

る
が
請
求
を
行
っ
て
い
く
。

差
し
押
さ
え
は

問
　

平
成
29
年
度
の
町
の
差
し
押
さ
え
件
数

は
。

大
田
税
務
課
長

答
　

31
件
あ
る
。

同
和
対
策
に
つ
い
て

　
　
　
①
同
和
地
区
に
対
す
る
固
定
資
産

税
の
減
免
制
度
は
な
ぜ
あ
る
の

　

 

か
、
現
在
で
は
不
要
と
考
え
る
。 

廃
止

す
べ
き
で
は
。

② 

文
化
セ
ン
タ
ー
は
、
福
祉
事
業
で
あ
る

の
に
な
ぜ
、
教
育
委
員
会
が
担
当
す
る

の
か
。
ま
た
、
事
業
内
容
も
公
民
館
事

業
や
そ
の
他
の
事
業
と
の
類
似
事
業
も

多
数
あ
り
、二
重
行
政
で
は
な
い
の
か
、

事
業
を
見
直
し
、
必
要
な
も
の
は
一
般

化
す
べ
き
で
は
。

小
松
町
長

答① 

同
和
地
区
と
そ
の
他
の
地
区
で
は
、
不

動
産
売
買
の
実
勢
価
格
に
差
が
あ
る
の

で
、
そ
の
差
を
緩
和
し
て
い
く
目
的
で

あ
る
。

② 

平
成
18
年
ま
で
は
、
文
化
セ
ン
タ
ー
は

町
民
生
活
課
が
担
当
し
て
い
た
が
、
平

成
19
年
に
教
育
委
員
会
に
同
和
対
策
は

一
元
化
し
た
。
ま
た
、
事
業
に
つ
い
て

は
、
文
化
セ
ン
タ
ー
な
り
に
一
つ
の
目

的
を
持
っ
て
講
師
を
呼
ん
だ
り
、
催
し

物
を
し
て
お
り
、
同
和
対
策
事
業
の
位

置
づ
け
で
行
事
を
さ
れ
て
い
る
。
あ
る

い
は
さ
れ
る
べ
き
と
認
識
し
て
い
る
。

小
林
教
育
長

答② 

文
化
セ
ン
タ
ー
は
、
町
教
育
要
覧
に
部

落
問
題
の
解
決
、
福
祉
の
向
上
、
児
童

の
健
全
育
成
、
人
権
啓
発
の
住
民
交
流

等
が
あ
る
。

　

 　

人
権
に
関
す
る
総
合
的
な
取
り
組
み

を
実
施
し
て
い
る
人
権
・
同
和
教
育
課

が
担
当
す
る
こ
と
が
最
適
と
考
え
る
。

ま
た
、
事
業
に
つ
い
て
は
、
隣
保
館
設

置
運
営
要
項
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
て

い
る
。

　
　問

　
　問

問 どうする4億3,597万円
の滞納金

答 滞納整理実施部会で対応 小松町長
時間がかかるが完納推進を 小林教育長高塚　勝 議員

赤碕文化センター

東伯文化センター
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一 般 質 問 一 般 質 問

国
保
税
額
を
下
げ
て

数
年
先
の
財
政
運
営
を
懸
念
し
て

の
基
金
積
み
立
て
よ
り
は
、
今
を

生
き
る
人
の
た
め
に
下
げ
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
国
保
税
の
賦
課
方
式
を
４
方
式
か

ら
資
産
割
を
な
く
し
、所
得
割
・
均
等
割
・

平
等
割
の
３
方
式
に
し
て
は
ど
う
か
。

① 

固
定
資
産
税
額
が
算
定
の
基
礎
に
な
っ

て
い
る
こ
と
は
税
の
二
重
負
担
の
感
が

否
め
な
い
。

② 
年
金
生
活
や
低
所
得
者
に
と
っ
て
土
地

は
特
に
荒
廃
農
地
が
多
く
な
り
、
生
産

性
を
生
む
も
の
で
な
い
。

③ 

資
産
割
は
、
他
の
保
険
制
度
に
な
い
国

保
固
有
の
制
度
で
あ
り
、
被
保
険
者
に

と
っ
て
、
不
公
平
感
が
あ
る
。

　
さ
ら
に
「
国
保
税
」
か
「
国
保
料
」
か
、

町
民
に
と
っ
て
ど
ち
ら
が
よ
い
か
、
検
討

し
、
健
全
な
国
保
運
営
を
行
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。小

松
町
長

答
　

こ
の
６
年
間
の
激
変
緩
和
と
い
う
こ
と

を
考
え
れ
ば
、そ
こ
の
中
で
考
え
る
べ
き
。

国
保
税
の
構
造
上
の
問
題
と
い
う
話
で
あ

れ
ば
、
そ
れ
を
解
消
し
て
い
く
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

芝
生
化
し
た
園
庭
等
の
管
理
は

雑
草
で
覆
わ
れ
た
園
庭
の

現
状
を
良
し
と
す
る
か

問
　
こ
ど
も
園
に
芝
生
を
と
い
う
こ
と
で
、

「
グ
リ
ー
ン
バ
ー
ド
Ｊ
」
と
い
う
品
種
の

芝
が
植
え
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今

で
は
ク
ロ
ー
バ
ー
や
西
洋
タ
ン
ポ
ポ
で
覆

わ
れ
て
い
る
。こ
の
現
状
を
ど
う
思
う
か
。

保
護
者
の
力
も
借
り
た
い

小
松
町
長

答
　

芝
生
化
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
の
方
が

雑
草
が
生
え
て
も
構
わ
な
い
か
ら
と
い
う

こ
と
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
雑
草
が
生
え
る

こ
と
で
の
除
草
剤
の
問
題
も
あ
る
。
子
ど

も
が
生
活
・
運
動
す
る
と
こ
ろ
な
の
で
影

響
が
あ
っ
て
は
い
け
な
い
。

　

き
れ
い
な
管
理
を
す
る
に
は
い
か
に
コ

ス
ト
が
少
な
く
て
す
む
か
、
で
き
れ
ば
保

護
者
の
方
の
力
も
借
り
た
い
。

公
文
書
管
理
に
つ
い
て

公
文
書
の
管
理
や
保
存
、
廃
棄
な

ど
の
状
況
は
ど
う
か
。
ま
た
、
町

史
編
さ
ん
へ
の
対
応
は
。

　
国
の
文
書
管
理
の
ず
さ
ん
さ
が
再
三
マ

ス
コ
ミ
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
文
書
の
隠
ぺ

い
や
改
ざ
ん
等
が
あ
る
が
、
琴
浦
町
は
ど

う
か
。

小
松
町
長

答
　

歴
史
的
に
重
要
な
資
料
や
、
歴
史
公
文

書
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
今
、
見
直
し

作
業
が
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
。

政
治
分
野
に
お
け
る
男
女

共
同
参
画
推
進
法
に
つ
い
て

５
月
に
参
議
院
本
会
議
で
可
決
成

立
し
た
法
を
ど
の
よ
う
に
展
開
し

よ
う
と
し
て
い
る
か
。

小
松
町
長

答
　

自
治
体
の
責
務
と
し
て
、
実
態
調
査
、

情
報
収
集
、
啓
発
活
動
、
環
境
整
備
、
人

材
育
成
と
い
う
こ
と
が
う
た
わ
れ
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
考
え
る
。

　
　問

　
　問

　
　問

問
１ 国保税を下げ、賦課を３方式にしてはどうか
２ 芝生化した園庭等の管理は
３ 公文書管理は
４ 政治分野における男女共同参画推進法は

答
１ 国保税の構造上の問題であれば解消していく
２ 保護者の力も借りて
３ 取扱いの見直しを行っている
４ 自治体の責務、これから考える福本まり子 議員

しらとりこども園 園庭
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一 般 質 問 一 般 質 問

文
化
財
等
の
誤
引
用
が

あ
る
が
、
責
任
は

　
　
　
①
「
殿
様
街
道
」
②
朝
鮮
船
「
赤

﨑
沖
漂
着
」
③
「
一
里
松
踏
切
傍

供
養
碑
」
に
つ
い
て

① 

八
橋
往
来
を
「
殿
様
街
道
」
と
称
し
、

八
橋
の
津
田
侯
が
利
用
し
た
と
国
交
省

の
「
夢
街
道
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
の
説
明

文
に
は
あ
る
。「
史
実
」は「
殿
様
街
道
」

と
称
し
た
も
の
の
、
そ
れ
は
上
り
下
り

の
難
儀
な
道
を
、
カ
ゴ
を
使
っ
た
と
い

う
意
味
で
あ
る
。
利
用
し
た
の
は
海
沿

い
の
「
伯
耆
街
道
」
で
あ
る
。

② 

「
風
の
丘
」
の
観
光
パ
ン
フ
に
「
難
破

朝
鮮
船
が
赤
﨑
沖
漂
着
と
い
う
史
実
」

と
あ
る
が
、そ
の
記
述
は「
因い
ん
府ぷ

年ね
ん
表ぴ
ょ
う」

で
『
鳥
取
に
流
れ
着
い
た
朝
鮮
人
〜
文

政
二
年
伯
耆
国
赤
﨑
沖
漂
流
一
件
史
料

集
』
に
も
そ
の
誤
り
は
指
摘
さ
れ
て
お

り
、
さ
ら
に
そ
の
史
料
集
も
初
版
本
は

「
八
橋
浦
漂
着
」
と
な
っ
て
い
る
。「
史

実
」
は
「
八
橋
西
町
新
川
尻
」
と
あ
り
、

「
八
橋
浦
漂
着
」
が
「
赤
﨑
沖
漂
流
」

と
な
り
、
さ
ら
に
「
赤
﨑
沖
漂
着
」
と

改
め
ら
れ
流
布
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
事

情
は
不
明
で
あ
る
。

③ 

八
橋
一
里
松
踏
切
そ
ば
の
道
路
下
脇
に

基
壇
を
も
っ
た
碑
が
あ
り
、
約
二
百
年

前
、
街
道
普ふ

請し
ん

の
賦ふ

役え
き

に
出
て
い
た
田

越
村
と
高
松
村
の
若
者
が
土
砂
崩
れ
で

生
き
埋
め
に
な
っ
た
旨
の
供
養
碑
で
、

基
壇
に
文
人
の
追
悼
文
と
藩
の
役
人
名

が
刻
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
藩
の
「
在ざ
い
方か
た

諸し
ょ
事じ

控ひ
か
え
ち
ょ
う
帖
」
な
ど
複
数
の
古
文
書
に
も

記
さ
れ
て
お
り
、
県
立
博
物
館
の
学
芸

員
に
よ
れ
ば
、
古
文
書
記
載
の
事
件
が

そ
の
ま
ま
供
養
碑
と
し
て
残
っ
て
い
る

例
は
少
な
く
貴
重
な
も
の
だ
と
し
て
い

る
。そ
れ
が
放
置
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
、
史
跡
・
史
実
等
が
ゆ
が
め
ら

れ
、
間
違
っ
た
ま
ま
伝
え
ら
れ
る
。
史
跡

等
と
観
光
と
の
結
び
つ
き
が
重
要
に
な
っ

て
く
る
今
日
、
こ
の
史
実
に
誰
が
ど
う
い

う
責
任
を
も
つ
の
か
と
い
う
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。

　
今
年
六
月
「
改
正
文
化
財
保
護
法
」
が

で
き
、
教
育
委
員
会
が
所
管
す
る
文
化
財

保
護
の
事
務
を
条
例
で
首
長
部
局
へ
移
管

可
能
に
な
っ
た
。
県
も
既
に
動
き
始
め
て

い
る
。
琴
浦
町
も
、
文
化
財
等
と
観
光
と

の
兼
ね
合
い
を
調
整
す
る
機
関
を
ぜ
ひ
と

も
設
置
す
べ
き
で
な
い
か
。

小
松
町
長

答
　

そ
の
八
橋
の
碑
文
に
し
て
も
、
光み
つ

の
鏝こ
て

絵
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
は
地
元
の
人
た
ち

の
文
化
だ
と
思
う
。
当
た
り
前
の
よ
う
に

見
て
い
た
も
の
を
い
か
に
光
を
当
て
て
人

に
見
て
も
ら
う
か
。

　

そ
う
い
う
点
で
、
嘘
を
書
い
て
は
い
け

な
い
し
、
専
門
家
が
間
違
い
を
指
摘
す
れ

ば
そ
の
都
度
修
正
し
て
い
く
べ
き
も
の
。
文

化
財
が
観
光
の
材
料
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど

慎
重
に
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

組
織
的
な
こ
と
に
つ
い
て
は
、
今
こ
こ
で
今

年
中
に
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
　問

問 朝鮮船「赤﨑沖漂着」・「殿様
街道」などの誤引用の責任は

答 文化財が観光の材料になればなる
ほど慎重に扱わなければならない押本　昌幸 議員

八橋浦漂着一件史料集

一里松踏切傍供養碑

県道151号線 中尾地内
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一 般 質 問 一 般 質 問

移
住
定
住

問
　
移
住
定
住
対
策
の
実
施
状
況
と
こ
れ
ま

で
の
成
果
な
ど
に
つ
い
て
問
う
。

小
松
町
長

答
　

人
口
減
は
全
国
的
な
現
象
で
、
人
口
の

取
り
合
い
に
な
っ
て
い
る
。
や
は
り
Ｕ

タ
ー
ン
と
い
う
の
が
一
番
良
い
と
思
っ
て

い
る
。
ま
た
関
西
は
身
近
な
の
で
一
つ
の

切
り
口
と
し
て
、
農
業
で
の
移
住
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
本
年
度
よ
り
大
阪
を
拠
点

に
委
託
先
を
設
け
る
こ
と
と
し
た
。

桑
本
商
工
観
光
課
長

答
　

平
成
20
年
よ
り
〝
空
き
家
ナ
ビ
〞
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
て
、
こ
れ
ま
で
85
件
の
住
宅

の
登
録
が
あ
り
、
売
却
や
賃
貸
の
成
立
件

数
が
70
件
に
な
っ
て
い
る
。
今
年
度
か
ら

Ｕ
タ
ー
ン
な
ど
の
定
住
化
を
促
進
す
る
た

め
に
、
奨
励
金
制
度
を
創
設
し
た
。

担
い
手
育
成

問
　
農
林
水
産
業
及
び
商
工
業
の
後
継
者
対

策
と
担
い
手
育
成
に
つ
い
て
問
う
。

取
り
組
み
の
強
化

小
松
町
長

答
　
「
集
落
営
農
」
に
お
い
て
も
高
齢
化
と

労
働
力
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
今
後

も
地
域
農
業
に
関
す
る
話
し
合
い
に
積
極

的
に
関
わ
り
、
支
援
し
て
い
き
た
い
。
新

規
就
農
者
は
「
親
元
就
農
」
も
含
め
て
で

推
進
を
図
っ
て
い
る
。

　

水
産
業
で
は
、
県
事
業
を
中
心
に
後
継

者
対
策
を
実
施
し
て
い
る
が
、
減
少
し
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
本
年
度
よ
り
親

族
が
漁
師
の
場
合
に
も
、
補
助
対
象
の
要

件
緩
和
に
よ
り
後
継
者
対
策
に
繋
が
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
。

　

商
工
業
者
の
後
継
者
問
題
も
深
刻
で
あ

り
、
商
工
会
な
ど
と
連
携
し
て
事
業
継
承

の
た
め
の
支
援
制
度
の
紹
介
な
ど
、
取
り

組
み
の
強
化
を
図
る
。

 

人
材
の
確
保

問
　
町
内
企
業
の
人
材
不
足
の
対
策
と
し

て
、外
国
人
技
能
実
習
生
の
現
状
を
問
う
。

制
度
の
活
用

小
松
町
長

答
　

人
が
す
る
こ
と
を
、
Ａ
Ｉ
と
か
機
械
で

す
る
こ
と
も
一
つ
の
解
決
策
で
は
あ
る

が
、
人
で
な
く
て
は
で
き
な
い
こ
と
も
あ

る
。
人
手
不
足
も
あ
り
技
能
実
習
生
制
度

の
こ
と
も
、
考
え
る
時
期
に
な
っ
て
い
る

こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

桑
本
商
工
観
光
課
長

答
　

町
内
企
業
５
社
に
69
名
、
農
業
関
係
で

酪
農
家
３
戸
に
７
名
の
外
国
人
技
能
実
習

生
を
受
け
入
れ
て
お
ら
れ
る
。
今
年
度
新

た
に
受
け
入
れ
を
予
定
さ
れ
て
い
る
企
業

も
あ
る
が
、
各
事
業
所
で
は
住
居
と
言
葉

の
こ
と
に
非
常
に
苦
慮
さ
れ
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
。

生
徒
た
ち
の
職
場
体
験

問
　
次
の
時
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
、
地

域
に
根
ざ
し
た
活
動
や
職
場
体
験
に
つ
い

て
問
う
。ふ

る
さ
と
愛
へ

小
林
教
育
長

答
　

中
学
校
で
は
職
場
体
験
で
、
わ
く
わ
く

東
伯
・
ワ
ク
ワ
ク
赤
碕
と
し
て
町
内
58
カ

所
の
事
業
所
で
職
場
体
験
を
行
っ
て
い

る
。
働
く
事
の
意
義
を
学
び
地
域
企
業
の

良
さ
を
発
見
す
る
、
礼
儀
や
マ
ナ
ー
を
含

め
た
社
会
人
と
し
て
大
切
な
こ
と
を
学

ぶ
。生
徒
た
ち
は
こ
の
体
験
を
と
お
し
て
、

琴
浦
へ
の
ふ
る
さ
と
愛
を
育
て
て
く
れ
て

い
る
。

問 人口減対策と後継者に
ついて

答 Uターンが望ましい
川本正一郎 議員
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一 般 質 問 一 般 質 問

防
災
対
策

災
害
時
に
弱
者
と
な
る
方
へ
の
対

策
は
問
題
な
い
か
な
ど
、
防
災
対

策
と
合
わ
せ
た
備
え
や
年
次
的
な
点
検
が

必
要
だ
。
そ
こ
で
、
避
難
所
運
営
に
携
わ

る
学
校
・
地
域
防
災
対
策
関
係
者
な
ど
も

交
え
た
避
難
所
運
営
の
体
験
型
運
営
を
行

う
べ
き
で
は
。
ま
た
災
害
時
要
支
援
者
対

策
研
修
は
行
わ
れ
て
い
る
か
。
そ
し
て
、

外
国
人
に
対
す
る
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
あ

る
か
。

小
松
町
長

答
　

避
難
訓
練
を
今
年
３
回
計
画
し
て
い
る

が
、避
難
所
運
営
は
も
う
一
歩
先
の
話
で
、

今
後
と
考
え
て
い
る
。
災
害
時
弱
者
と
い

う
点
に
つ
い
て
は
、
支
え
愛
マ
ッ
プ
を
社

協
と
地
域
と
の
共
同
で
行
っ
て
い
る
が
、

引
き
続
い
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。
外
国

人
に
対
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
作
成
し
て
い

な
い
が
必
要
だ
と
思
う
の
で
作
っ
て
い
き

た
い
。

実
践
的
な
訓
練
が
必
要

問
　
実
践
的
な
訓
練
に
よ
っ
て
気
づ
き
や
災

害
発
生
時
の
イ
メ
ー
ジ
共
有
な
ど
が
で
き

る
と
思
う
が
、
そ
う
は
思
わ
な
い
か
。

必
要
と
考
え
て
い
る

小
松
町
長

答
　

実
際
や
っ
て
み
て
何
が
課
題
か
と
い
う

こ
と
を
考
え
て
い
く
。

道
の
駅
琴
の
浦
周
辺
整
備

パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
北
側

整
備
を

問
　
本
年
度
は
別
所
踏
切
の
拡
幅
も
見
通
し

が
つ
き
、
よ
う
や
く
山
陰
道
と
国
道
９
号

線
が
接
続
さ
れ
、
町
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と

し
て
機
能
し
て
い
く
。
こ
れ
に
合
わ
せ
、

パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
北
側
を
整
備
し
、
多

く
の
方
に
９
号
線
へ
流
れ
て
も
ら
う
こ
と

で
経
済
活
性
化
の
起
爆
剤
に
し
て
欲
し
い

と
以
前
か
ら
提
言
し
て
い
る
。
町
長
の
お

考
え
は
。予

算
の
限
り
も
あ
る

小
松
町
長

答
　

琴
浦
の
玄
関
と
い
う
形
で
、
ど
う
い
う

整
備
が
で
き
る
か
、予
算
の
限
り
も
あ
る
。

そ
こ
か
ら
降
り
て
町
内
を
ど
う
巡
っ
て
も

ら
え
る
か
、
道
が
で
き
る
こ
と
を
き
っ
か

け
に
考
え
た
い
。

仕
掛
け
が
重
要

問
　

町
内
へ
誘
導
す
る
仕
掛
け
が
重
要
性
を

増
し
て
く
る
、
そ
う
思
わ
な
い
か
。

認
識
は
持
っ
て
い
る

小
松
町
長

答
　

本
町
か
ら
北
栄
町
に
関
し
て
の
道
路

は
、
い
ず
れ
整
備
さ
れ
る
構
想
で
、
そ
れ

ま
で
に
、
こ
こ
に
降
り
て
も
ら
え
る
も
の

を
つ
く
ら
な
い
と
そ
の
ま
ま
通
過
さ
れ
て

し
ま
う
。
そ
の
点
で
は
重
要
な
道
・
入
り

口
と
い
う
認
識
は
持
っ
て
い
る
。

町
長
交
際
費

交
際
費
の
透
明
化
は

問
　

５
月
11
日
付
の
新
聞
に
首
長
交
際
費
に

つ
い
て
の
記
事
が
出
た
。
本
町
の
状
況
を

紙
面
か
ら
読
み
取
れ
ば
、
２
０
１
７
年
の

支
出
は
72
万
円
あ
ま
り
。
使
途
の
Ｈ
Ｐ
公

開
は
行
っ
て
い
な
い
と
の
こ
と
だ
。
支
出

を
公
開
し
、透
明
性
を
確
保
す
る
考
え
は
。

ま
た
予
算
執
行
は
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る

の
か
。

公
開
の
指
示
を
し
た

小
松
町
長

答
　

記
事
を
見
て
す
ぐ
に
Ｈ
Ｐ
に
公
開
し
た

ほ
う
が
い
い
と
言
う
こ
と
で
指
示
を
し

た
。
支
出
に
つ
い
て
も
基
準
を
決
め
て
、

今
後
対
応
し
た
い
と
思
う
。

　
　問

問 災害弱者となる方への
対策は

答 支え愛マップで行って
いる大平　高志  議員
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一 般 質 問 一 般 質 問

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

「
総
合
事
業
」
に
つ
い
て

　
　
　

２
０
２
５
年
社
会
保
障
給
付
費

は
、
年
金
61
兆
円
、
医
療
費
54
兆

円
、
介
護
保
険
19
・
８
兆
円
、
生
活
保
護

費
他
13
兆
円
、
合
わ
せ
て
150
兆
円
。
こ
れ

が
２
０
４
０
年
に
は
190
兆
円
に
な
る
。
昨

年
、
法
改
正
で
新
し
い
「
総
合
事
業
」
に

移
行
さ
れ
、
要
支
援
１
、２
が
保
険
か
ら

外
さ
れ
た
が
、
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

小
松
町
長

答
　

２
０
２
５
年
、
団
塊
世
代
が
75
歳
以
上

に
な
り
、
２
０
４
０
年
、
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア

が
65
歳
以
上
に
な
り
、
介
護
予
防
エ
リ
ア

に
入
る
と
思
う
。

藤
原
福
祉
あ
ん
し
ん
課
長

答
　

昨
年
３
月
末
で
要
支
援
１
（
211
人
）
の

中
で
通
所
介
護
の
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
ヘ

ル
パ
ー
の
み
利
用
し
た
方
は
事
業
対
象
者

の
方
へ
移
行
し
、「
総
合
事
業
」
を
使
っ

て
い
る
。
今
年
３
月
末
で
要
支
援
１
、２

の
方
169
人
は
介
護
保
険
給
付
費
で
支
払
い

し
て
お
り
、「
総
合
事
業
」
の
対
象
者
は

73
人
。多
様
な
サ
ー
ビ
ス
は
行
っ
て
い
な
い
。

　

従
来
か
ら
の
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
し
て
い
る
が
、
月
額
報
酬
（
月
１
、２

回
利
用
さ
れ
て
も
月
額
と
な
っ
て
い
る
）

が
、「
総
合
事
業
」
に
移
行
し
て
１
日
単

位
と
い
う
形
に
な
り
、
利
用
者
に
と
っ
て

利
用
料
が
減
っ
た
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
発

生
し
て
い
る
。

保
険
者
機
能
強
化
推
進
交

付
金
と
評
価
指
標
問
題

問
　
推
進
交
付
金
200
億
円
が
厚
労
省
に
つ
い

て
い
て
、
介
護
保
険
事
業
者
に
行
政
が
点

検
を
し
て
、
612
点
満
点
と
し
て
評
価
。
リ

ハ
ビ
リ
で
介
護
度
が
軽
く
な
れ
ば
奨
励
金

を
出
す
。
ま
た
、
自
立
支
援
と
重
度
化
防

止
し
た
市
町
村
に
は
上
乗
せ
交
付
金
を
出

す
（
介
護
給
付
費
の
５
％
に
あ
た
る
調
整

交
付
金
５
０
０
０
億
円
）。
こ
の
レ
ク

チ
ャ
ー
を
受
け
ら
れ
、
体
制
が
整
え
ら
れ

て
い
る
か
。

枠
が
あ
る
交
付
金
は
い
い
結

果
に
は
な
ら
な
い 

小
松
町
長

答
　

推
進
交
付
金
は
９
月
末
の
実
績
に
よ
り

国
へ
評
価
指
標
を
回
答
し
予
算
内
示
が
来

る
。
通
常
交
付
金
は
、
枠
を
設
け
ず
使
う

が
、
枠
が
つ
け
ば
、
絶
対
に
使
え
と
か
活

用
し
ろ
と
か
そ
れ
は
決
し
て
い
い
結
果
に

な
ら
な
い
。

確
認
し
な
が
ら
進
め
る

藤
原
福
祉
あ
ん
し
ん
課
長

答
　

3
月
28
日
成
立
し
た
が
、
交
付
金
の
目

的
は
自
立
支
援
、
重
度
化
防
止
に
つ
な
が

る
か
ど
う
か
、
保
険
者
本
来
の
機
能
と
し

て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
今
年
度
中
に

開
催
す
る
こ
と
も
Ｏ
Ｋ
と
い
っ
た
も
の
も

あ
る
の
で
、
も
う
一
度
確
認
し
な
が
ら
進

め
て
い
く
。

発
想
転
換
で
保
険
外
（
サ
ー

ビ
ス
）
活
用
は

問
　
例
え
ば
、大
山
町
中
山
の
ナ
ス
パ
ル
で
、

入
浴
、
食
事
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
が

保
険
外
（
サ
ー
ビ
ス
）
と
し
て
適
用
で
き

な
い
の
か
。

行
政
垣
根
が
可
能
な
ら
ば

検
討
す
る 

小
松
町
長

答
　

足
湯
、
温
泉
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
行

政
単
位
が
中
部
、
西
部
と
な
る
が
、
垣
根

を
越
え
て
で
き
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
大
山

町
に
も
話
に
行
き
た
い
。

多
様
な
サ
ー
ビ
ス
第
７
期

で
検
証 

藤
原
福
祉
あ
ん
し
ん
課
長

答
　

大
山
町
が
中
山
温
泉
で
事
業
を
さ
れ
て

い
る
。
介
護
保
険
の
中
で
、
多
様
な
サ
ー

ビ
ス
を
今
後
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く

の
か
、
第
７
期
介
護
保
険
計
画
の
中
で
十

分
に
検
証
す
る
。

　
　問

問 「2025年～2040年問題」
について

答 多様なサービス第７期
で検証桑本　始 議員

―　15　―第57号　2018年８月１日　ことうら議会だより



と　き：2018年5月14日（月）～18日（金）
ところ：滋賀県大津市　全国市町村国際文化研修所（JIAM）
参加者：前田敬孝、角勝計介、福本まり子、押本昌幸
内　容：「新人議員のための地方自治の基本」

地方自治制度に学ぶ
市町村議会議員研修から

～
研
修�

か
ら�

見
え
て
く
る
も
の
～

　

地
方
分
権
一
括
法
の
施
行
に
よ
り
、
地

域
経
営
の
自
由
度
は
飛
躍
的
に
高
ま
っ
た

が
、
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
の
歯
止
め

は
効
か
ず
、
財
政
危
機
が
進
行
す
る
中
で

は
、「
あ
れ
も
こ
れ
も
」
で
は
な
く
「
あ

れ
か
こ
れ
か
」
を
選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
背
景
が
あ
り
ま
す
。

二
元
代
表
制
の
尊
重

議
会
（
議
事
機
関
）
と
首
長
（
執
行
機
関
）

は
、
①
癒
着
も
不
毛
な
対
立
も
避
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
②
議
会
を
討
議
と
決
定

の
場
に
す
る
こ
と
が
必
要
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

当
た
り
前
の
こ
と
な
が
ら
、
地
方
議
会

内
に
は
与
党
も
野
党
も
な
く
、
二
元
代
表

制
は
議
会
の
存
在
意
義
が
大
き
く
、政
策
・

監
視
機
能
が
重
視
さ
れ
ま
す
。

　

包
括
的
で
は
な
く
、
総
合
的
な
視
点
で

執
行
機
関
と
政
策
競
争
を
行
い
、
切
磋
琢

磨
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
政
策
サ
イ
ク
ル
（
Ｐ
ｄ

ｄ
Ｄ
Ｃ
Ａ
）
の
実
践
が
必
要
で
す
。

Ｐ　

Plan	
	

計
画

ｄ　

deliberation	

討
議

ｄ　

decision	

議
決

Ｄ　

D
o	

	

実
践

Ｃ　

Check	

評
価
・
検
証

Ａ　

A
ction	

改
善

住
民
自
治
を
進
め
る�

議
会
基
本
条
例

　

議
会
運
営
の
３
つ
の
要
素

一
、	

住
民
に
開
か
れ
た
、
住
民
参
加
を
促

進
す
る
、
住
民
と
歩
む
議
会

一
、	

議
員
間
討
議
を
重
視
す
る
議
会

一
、	
執
行
機
関
と
政
策
競
争
を
す
る
議
会

　

全
国
の
市
町
村
の
中
に
は
、ま
だ
ま
だ
、

「
議
会
基
本
条
例
」
が
制
定
さ
れ
て
い
な

い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

以
降
「
Ｊ
Ｉ
Ａ
Ｍ
」
研
修
資
料
か
ら

議
会
と
首
長
と
の
関
係

　

議
会
の
存
在
意
義
を
明
確
に
し
、
実

効
性
あ
る
総
合
計
画
に
す
る
た
め
に
施

策
の
審
議
資
料
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

ち
な
み
に
琴
浦
町
の
「
議
会
基
本
条

例
」
は
、
平
成
24
年
12
月
に
制
定
さ
れ
、

平
成
25
年
１
月
１
日
か
ら
施
行
、
昨
年

12
月
に
は
住
民
参
加
の
視
点
を
重
視

し
、
意
見
交
換
会
を
行
う
旨
を
追
加
改

正
し
て
い
ま
す
。

琴
浦
町
議
会�

基
本
条
例
第
12
条

（
１
）
施
策
等
の
発
生
源

（
２
）	

検
討
し
た
他
の
施
策
等
の
比
較

検
討　

（
３
）	

他
の
自
治
体
の
類
似
す
る
施
策

と
の
比
較
検
討

（
４
）	

総
合
計
画
に
お
け
る
根
拠
又
は

位
置
づ
け

（
５
）	

関
係
あ
る
法
令
及
び
条
例
等

（
６
）	

施
策
等
の
決
定
過
程
に
お
け
る

町
民
参
加
及
び
内
容

（
７
）	

施
策
等
の
実
施
に
か
か
る
財
源

措
置

（
８
）	

将
来
に
わ
た
る
施
策
等
の
コ
ス

ト
計
算
及
び
予
想
さ
れ
る
施
策

の
効
果

JIAM玄関前

議会

住民

地方自治の３つの選択肢（癒着、対立、二元的代表制）

長

議会長

議会長

②対立

①癒着

③二元的代表制による緊張関係

③もう一つの地域経営＝二元的代表制
●議会と首長は正統性では対等
●政策過程全体にわたり議会と首長が政策競争
●政策過程全体にわたり住民も参加

江藤俊昭教授による
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ど
う
解
決
す
る
か�

地
方
議
会
の
課
題

　

行
政
改
革
と
あ
わ
せ
て
議
会
改
革
が
論

じ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
解
決
に
む
け
て
は

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
絡
み
合
い
、
課
題
が

山
積
し
て
い
ま
す
。

　

答
え
の
な
い
テ
ー
マ
へ
の
議
論
は
こ
れ

か
ら
で
す
。

財
政
危
機
へ
の
対
応
を

　

各
自
治
体
と
も
、
財
政
力
が

年
々
低
下
方
向
に
あ
り
ま
す
。
や

り
た
い
こ
と
を
や
る
の
で
は
な

く
、「
あ
れ
か
、
こ
れ
か
」
の
選

択
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

財
源
確
保
を
ど
う
す
る
か
、
公

債
費
は
ど
こ
ま
で
か
、
そ
ん
な
中

で
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を
ど
う

す
る
か
。

　

目
先
の
事
業
実
施
優
先
で
な

く
、
財
政
の
健
全
化
に
む
け
た

チ
ェ
ッ
ク
を
怠
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

研修資料引用　山梨学院大学大学院教授 江藤 　俊昭　氏

　その他講師　同志社大学大学院教授　 野田 　　遊　氏

　　　　　　　東北大学大学院教授　　 荒井 　　崇　氏

　　　　　　　関西学院大学教授　　　 金崎 憲太郎　氏

　　　　　　　宮城県白石市長　　　　 山田 　裕一　氏

　　　　　　　26都府県　70名　市町議会議員研修生

投票率の低迷・議員のなり手不足・議員定数は？
議員報酬は？冬季の選挙は？

　　地方議会の定数・報酬を考える原則と留意点
定数・報酬を考える原則と留意点（共通）：新たな議会を創り出す条件

〈７つの原則〉
①　自治体のポリシーで決める
②　定数と報酬は別の論理
③　行政改革の論理と議会改革の論理はまったく別
④　持続的地域民主主義の実現（将来議員になる住民の条件としても考える）
⑤　住民の支援を考える（政策提言・監視にかかわる住民）
⑥　住民とともに考える（シンポジウム開催、審議会）
⑦　変更する場合、充分な周知期間が必要

定数を考える原則と留意点 報酬を考える原則と留意点

〈原則〉
討議できる人数
＊�委員会数×少なくとも７、８人、本
会議主義の場合10～15人
＊�現行では多様性の要素を加味してそ
の数にプラス
〈５つの留意点〉
①　�委員会数の確定（まずは一般会計
規模）

②　�委員会の複数所属は慎重に（委員
会の調査能力を弱体化、ただし小
規模議会では次善の策）

③　�面積要件の加味（多様性を重視：
中山間地域出身議員を少なくとも
委員会に複数配置）

④　�住民参加によって議員力をアップ
（委員会的なもの・研究会に住民
が参加：定数の少なさを補完）

⑤　�議長のカウント（原則にプラス１
として、議長を全体のリーダーに）

〈原則〉
原価方式（会津若松市議会方式）がベ
ター
＊住民と議論する素材として活用
＊�自己評価でも住民福祉の成果を示す
ことが必要
〈５つの留意点〉
①　時間給でも給与でもない（公選職）
②　活動量によって変化する可能性
③　�夜間議会の可能性（日本の地方自
治体の活動量とそれを監視し政策
提言する議会の役割を再認識、夜
間議会の可能性はあるとしても労
働法制等の改正がなければ議会力
の弱体化に）

④　�期末手当（給与とは連動しない、
独自の論理が必要）、その他の手
当は今後議論（育児手当等）

⑤　�報酬を区分する発想は客観的基準
（議長・副議長等）以外、妥当で
はない（成果主義、期数）か、次
善の策（年齢）か、慎重な議論が
必要（日当制）。
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　「
所
信
」�

角す
み

勝か
つ　

計け
い

介す
け

　

大
寒
豪
雪
の
選
挙
戦
が
遠
い
昔
の
よ
う
な
錯
覚
を
覚
え
る
五
月
の
陽
気
の
中
、
滋

賀
に
て
新
人
議
員
の
研
修
に
参
加
し
た
。
研
修
内
容
に
つ
い
て
は
議
員
と
し
て
の
基

礎
知
識
、
地
方
自
治
制
度
の
基
本
、
政
策
法
務
、
自
治
体
財
政
、
分
権
時
代
に
、「
地

方
議
員
に
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
」
等
々
、
多
岐
に
わ
た
り
実
り
多
き
も
の
だ
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
は
、
別
の
事
柄
を
研
修
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
、
終
始
自
問
自
答
を
繰
り

返
す
の
は
、「
自
分
は
な
ぜ
議
員
に
な
っ
た
の
か
」「
住
民
目
線
、民
意
と
は
」と
い
っ

た
よ
う
な
シ
ン
プ
ル
な
疑
問
で
あ
る
。
そ
の
疑
問
を
い
つ
ま
で
も
抱
き
続
け
る
こ
と

が
、
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
鮮
度
を
失
う
こ
と
な
く
、
議
員
間
討
議

を
重
ね
、
問
題
点
を
明
確
に
共
有
す
る
こ
と
が
大
切
。
自
身
の
劣
化
を
防
ぐ
こ
と
が

一
番
の
課
題
で
あ
る
。

　

議
会
制
度
改
革
が
急
が
れ
る
な
か
、
一
方
で
は
地
方
議
員
の
な
り
手
不
足
も
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
わ
が
町
も
例
外
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
多
数
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
方

が
レ
ベ
ル
が
高
い
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
自
治
体
の
規
模
に
比
例
し
て
、
議
員
の

資
質
が
決
定
せ
ぬ
た
め
に
も
勉
強
が
必
要
で
あ
る
。　

　

さ
て
、
こ
の
た
び
の
定
例
議
会
で
補
正
予
算
と
し
て
提
案
さ
れ
た
懸
案
の
２
事
業

が
よ
う
や
く
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。
多
く
の
自
治
体
で
財
政
危
機
が
進
行
す
る

な
か
、
き
び
し
い
選
択
を
せ
ま
ら
れ
る
状
況
に
あ
る
。
議
会
の
役
割
の
重
要
性
を
改

め
て
感
じ
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
る
。
議
会
が
単
に
行
政
、
あ
る
い
は
首
長

の
追
認
機
関
で
あ
る
の
な
ら
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
一
方
で
議
会

と
首
長
が
対
立
を
た
だ
繰
り
返
す
だ
け
で
は
、
住
民
福
祉
に
逆
行
す
る
。
議
員
に
な

り
、
初
め
て
経
験
す
る
こ
の
ジ
レ
ン
マ
に
５
日
間
の
新
人
研
修
を
思
い
出
す
。
住
民

目
線
を
失
う
こ
と
な
く
、
判
断
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
未
だ
確
信
は
持
て
な
い
が
、

「
目
標
は
一
つ
、
ど
う
す
れ
ば
住
み
や
す
い
町
に
な
る
の
か
」
前
を
向
い
て
進
ん
で

い
く
ほ
か
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　「
新
人
議
員
と
し
て
の 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
思
い
を
新
た
に
」�

前ま
え

田た　

敬ひ
ろ

孝の
り

　

新
人
議
員
と
は
い
え
、
参
加
者
の
年
齢
層
は
20
代
後
半
か
ら
70
代
と
幅
広
く
、
そ

れ
ぞ
れ
の
人
生
経
験
は
全
く
異
な
る
が
、
講
義
中
だ
け
で
な
く
、
自
由
時
間
な
ど
で

も
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
地
元
を
ど
う
に
か
し
た
い
と
い
う
熱
気
に
つ
つ
ま

れ
て
い
た
。
し
か
し
、
参
加
し
た
女
性
議
員
数
は
全
体
の
１
割
弱
に
と
ど
ま
り
、
都

市
部
に
お
い
て
も
男
女
共
同
参
画
が
進
ま
な
い
と
い
う
現
状
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。

　

今
回
の
研
修
の
成
果
は
、
何
と
言
っ
て
も
「
議
会
基
本
条
例
」
に
関
し
、
新
た
な

認
識
を
持
て
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
漠
然
と
し
か
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
「
議
会

基
本
条
例
」
で
あ
る
が
、
制
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
社
会
的
背
景
、
そ
の
意
義
や
あ
る

べ
き
姿
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
自
ら
の
認
識
の
甘
さ
を
痛
感
し
た
。

　

ま
た
、
琴
浦
町
の
「
議
会
基
本
条
例
」
と
他
市
町
の
「
議
会
基
本
条
例
」
を
比
較

し
た
結
果
、
先
進
的
な
他
市
町
の
そ
れ
と
比
較
し
て
も
遜
色
な
く
、
真
の
地
方
自
治

の
確
立
を
目
指
す
に
当
た
り
、
非
常
に
機
能
的
な
「
議
会
基
本
条
例
」
で
あ
る
こ
と

が
判
明
し
た
。
先
輩
議
員
の
思
い
を
損
ね
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
今
後
、
緊
張
感
の

あ
る
チ
ェ
ッ
ク
＆
バ
ラ
ン
ス
機
能
を
備
え
た
議
会
を
目
指
し
、
意
思
決
定
機
関
と
し

て
住
民
の
声
を
反
映
し
、
自
ら
の
地
域
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
に
活
動
し
た
い
と
い

う
思
い
を
新
た
に
し
た
。

議
員
研
修
で

　
そ
れ
ぞ
れ
が
得
た
も
の
と
は
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　「
誰
の
た
め
の
政
治
か
」�

福ふ
く

本も
と　

ま
り
子

　

二
月
の
初
議
会
か
ら
賛
否
の
判
断
を
せ
ま
ら
れ
た
。
当
然
の
こ
と
な
の
だ
が
、
情

報
の
少
な
い
中
で
、
判
断
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
は
新
人
も
ベ

テ
ラ
ン
も
関
係
な
く
、
多
数
決
と
い
う
民
主
主
義
の
ル
ー
ル
で
結
果
が
出
る
。

　

選
択
し
た
こ
と
が
果
た
し
て
良
か
っ
た
の
か
と
自
問
自
答
す
る
が
、
時
間
は
待
っ

て
く
れ
ず
、
悩
ん
で
も
い
ら
れ
な
い
。

　

そ
う
い
っ
た
意
味
で
、
議
員
３
か
月
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
こ
の
新
人
議
員
研
修
の

機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
た
い
。
５
日
間
の
講
義
を
受
け
る
な
か

で
、
も
や
も
や
と
し
て
い
た
考
え
が
払
拭
さ
れ
、
二
元
代
表
制
の
意
義
、
そ
し
て
何

よ
り
も
「
議
会
基
本
条
例
」
の
重
要
性
が
認
識
で
き
、
と
て
も
充
実
し
た
内
容
で
、

得
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
中
で
も
、
琴
浦
町
の
議
会
基
本
条
例
は
、
講
師
の
推
奨
す

る
条
例
に
近
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
改
め
て
わ
が
町
の
議
会
基
本
条
例
を

読
み
返
し
て
み
た
。

　

し
か
し
現
実
に
は
、
未
だ
に
「
議
会
基
本
条
例
」
の
制
定
が
な
さ
れ
て
い
な
い
市

町
も
あ
っ
た
り
、
癒
着
や
対
立
の
構
図
が
あ
る
と
こ
ろ
で
は
、
条
例
は
な
い
が
し
ろ

に
さ
れ
、
絵
に
描
い
た
餅
で
し
か
な
い
。
い
か
に
生
き
た
条
例
と
す
る
こ
と
が
大
切

か
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

　

研
修
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
知
識
・
認
識
を
高
め
る
場
な
の
だ
が
、
一
方
で
、

70
名
の
研
修
参
加
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
情
報
交
換
を
図
る
こ
と
が
、
よ

り
受
講
内
容
を
充
実
さ
せ
る
。
北
は
北
海
道
室
蘭
市
か
ら
南
は
宮
崎
県
え
び
の
市
ま

で
の
参
加
で
、
町
レ
ベ
ル
は
琴
浦
町
を
含
め
わ
ず
か
８
町
で
、
市
の
行
政
規
模
か
ら

す
れ
ば
比
較
に
な
ら
な
い
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
の
声
は
理
論
を
優
る
も
の
が
あ

り
、
大
変
参
考
に
な
っ
た
。

　

家
を
５
日
間
も
空
け
る
と
い
う
こ
と
は
大
仕
事
で
あ
る
。　

何
事
に
も
万
全
の
態

勢
で
挑
め
る
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
日
々
、
研
鑽
あ
る
の
み
。

　　
　
　
　
　
　
　
　「
議
会
で
消
化
」�

押お
し

本も
と　

昌ま
さ

幸ゆ
き

　
「
新
人
」
議
員
研
修
、
４
泊
５
日
の
詰
め
込
み
研
修
は
初
め
て
の
経
験
。「
新
人
」

と
は
言
え
、
私
は
65
歳
、
全
国
か
ら
参
集
し
た
「
新
人
」
議
員
70
名
の
内
、
さ
ぞ
か

し
高
齢
者
の
部
類
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
中
に
は
70
歳
近
い
人
も
い
て
、
若
干
の
安

堵
。
し
か
し
、
講
習
が
進
み
、
演
習
を
経
る
と
、
同
じ
「
新
人
」
と
言
っ
て
も
当
選

後
４
年
目
で
来
春
は
選
挙
と
い
う
人
も
い
れ
ば
、
我
々
、
琴
浦
町
の
よ
う
に
３
ヶ
月

ば
か
り
の
「
新
人
」
も
い
る
こ
と
を
知
る
。
た
だ
し
、
扱
い
は
同
じ
。
こ
れ
は
、
ベ

テ
ラ
ン
議
員
と
一
緒
の
議
会
に
あ
っ
て
も
同
じ
こ
と
と
開
き
直
ら
ね
ば
や
っ
て
い
け

な
い
と
観
念
。

　

講
義
の
「
地
方
自
治
制
度
の
基
本
」
で
、
自
治
体
に
お
け
る
二
元
代
表
の
一
方
と

し
て
の
議
員
、
議
会
の
役
目
、
政
策
の
最
終
決
定
権
を
有
す
る
こ
と
を
自
覚
。

　

演
習
に
入
り
「
議
会
基
本
条
例
」
の
策
定
演
習
で
は
、
琴
浦
町
の
「
議
会
基
本
条

例
」
の
先
進
性
と
そ
の
重
要
性
を
再
認
識
。
行
政
専
門
用
語
も
知
ら
な
い
な
か
で
の

「
自
治
体
財
政
」
講
義
で
は
、
琴
浦
町
の
直
近
の
「
財
政
カ
ー
ド
」
を
参
考
に
し
た
。

　

毎
日
朝
９
時
半
か
ら
夕
方
５
時
ま
で
の
缶
詰
状
態
で
あ
り
な
が
ら
、
昼
過
ぎ
の
眠

気
に
不
思
議
と
襲
わ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
た
っ
ぷ
り
学
習
し
た
つ
も
り
。

　

初
日
の
開
校
式
の
交
流
会
で
は
、「
新
人
」
は
み
な
緊
張
気
味
だ
っ
た
が
、
閉
講

式
を
終
え
た
あ
と
の
電
車
を
待
つ
Ｊ
Ｒ
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
は
、
重
い
キ
ャ
リ
ー

バ
ッ
ク
を
曳
き
な
が
ら
、
明
日
か
ら
の
議
会
で
の
奮
闘
を
誓
い
合
っ
た
。
と
言
う
ほ

ど
で
は
な
い
が
、「
頑
張
ろ
う
！
」
と
い
う
気
分
は
共
有
で
き
た
。

　

な
お
、
４
泊
５
日
で
の
「
軟
禁
」
状
態
で
は
運
動
不
足
に
な
ろ
う
か
と
用
意
し
て

き
た
ラ
ン
ニ
ン
グ
セ
ッ
ト
で
10
㎞
を
２
回
。
一
度
は
敷
地
内
を
周
回
。
次
は
大
津
市

内
を
折
り
返
し
、
一
部
琵
琶
湖
マ
ラ
ソ
ン
の
コ
ー
ス
だ
っ
た
が
、
帰
れ
ば
シ
ャ
ワ
ー
、

そ
し
て
洗
濯
。
お
か
げ
で
一
度
は
夕
食
に
間
に
合
わ
ず
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
み
の
羽
目

に
。
そ
れ
で
も
帰
宅
後
の
体
重
計
は
３
㎏
オ
ー
バ
ー
。
こ
の
栄
養
過
多
は
議
会
で
消

化
せ
ね
ば
と
思
っ
た
次
第
。
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町 民 の 声
耕
作
放
棄
地
の
現
状
に
つ
い
て

　

私
の
暮
ら
し
て
い
る
野の

田た

集
落
は

中
山
間
地
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
私

の
子
ど
も
の
頃
に
は
ほ
と
ん
ど
見
か

け
な
か
っ
た
イ
ノ
シ
シ
、シ
カ
、ヌ
ー

ト
リ
ア
等
野
生
動
物
が
集
落
周
辺
に

多
く
出
没
し
て
い
ま
す
。

　

自
然
環
境
が
豊
か
に
な
っ
て
き
て

い
る
と
前
向
き
に
考
え
ら
れ
れ
ば
良

い
で
す
が
、
実
際
に
は
田
、
畑
に
侵

入
し
農
作
物
を
食
べ
た
り
、
穴
を

掘
っ
た
り
し
て
、
農
地
を
荒
ら
し
て

困
っ
て
い
ま
す
。
農
作
物
を
守
る
た

め
に
、
農
地
周
辺
を
電
気
柵
で
囲
っ

て
い
ま
す
が
、
下
草
刈
り
等
維
持
管

理
が
た
い
へ
ん
負
担
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
後
継
者
が
な
く
高
齢
化
が

進
む
な
か
、
山
間
地
と
い
う
こ
と
で

区
画
が
一
反
か
ら
二
反
程
度
の
圃
場

が
大
半
で
あ
り
、
急
傾
斜
の
た
め
、

法
面
が
高
く
長
く
、
維
持
管
理
の
た

め
の
畦
草
刈
り
に
苦
労
し
ま
す
。

　

政
策
面
で
の
、
農
地
の
規
模
拡
大

や
集
約
化
な
ど
と
は
無
縁
で
あ
り
、

そ
の
た
め
耕
作
放
棄
地
が
増
え
、
荒

地
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
そ
の
荒
地
に
動
物
が
住
み
着

き
、
被
害
が
増
え
て
い
く
と
い
う
悪

循
環
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
悪
循
環
を
断
ち
切
る
た
め
に

は
、
野
田
集
落
だ
け
で
は
限
界
が
あ

り
、
各
地
区
、
町
、
議
会
と
も
に
一

緒
に
な
っ
て
対
策
を
考
え
て
い
き
、

集
落
を
「
集
楽
」
に
す
る
た
め
の
知

恵
を
出
し
合
う
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

久米　繁好さん

琴
浦
町
に
Ｕ
タ
ー
ン

　

こ
の
３
月
に
夫
婦
で
琴
浦
町
に
Ｕ

タ
ー
ン
移
住
し
ま
し
た
。
私
は
琴
浦

町
で
生
ま
れ
育
っ
た
の
で
、「
や
っ
ぱ

り
琴
浦
は
い
い
な
ぁ
、
波
の
音
が
聞

こ
え
る
と
落
ち
着
く
な
ぁ
」
と
感
じ

ま
す
。
ア
メ
リ
カ
で
ア
メ
フ
ト
選
手

を
し
て
い
た
頃
は
、
た
く
さ
ん
の
町

民
の
方
々
に
応
援
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
２
０
１
４
年
に
は
念
願
の
全

米
優
勝
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
、

年
間
最
優
秀
守
備
選
手
賞
を
受
賞

し
、
ま
さ
か
ま
さ
か
の
オ
バ
マ
前
大

統
領
か
ら
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
招
待

し
て
い
た
だ
き
、
８
年
間
も
温
か
い

声
援
を
送
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
と

て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
現
役

選
手
を
引
退
し
て
か
ら
も
、
声
を
か

け
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
嬉
し
く
感

じ
て
い
ま
す
。
８
年
間
の
ア
メ
リ
カ
生

活
で
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
な
く
英
語
や

異
文
化
、
人
種
問
題
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
の
で
、

今
度
は
自
分
が
学
ん
だ
こ
と
を
琴
浦

町
の
皆
さ
ん
に
も
還
元
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
４
年
は
ボ
ス
ト
ン
が
拠
点

の
チ
ー
ム
に
所
属
し
て
お
り
、
夫
と
は

ボ
ス
ト
ン
で
出
会
い
ま
し
た
。
夫
は
ケ

ニ
ア
で
生
ま
れ
育
ち
、
17
歳
か
ら
ア

メ
リ
カ
で
生
活
し
て
い
ま
し
た
。
私
の

父
に
結
婚
の
許
し
を
得
る
た
め
に
日

本
に
初
め
て
来
て
、
自
然
が
き
れ
い

な
鳥
取
県
に
恋
を
し
、
す
ぐ
に
日
本

へ
の
移
住
を
決
意
し
ま
し
た
。
夫
は
、

「
琴
浦
町
は
と
て
も
平
和
で
、
一
緒
に

笑
っ
て
仕
事
が
で
き
る
友
達
も
で
き

ま
し
た
。
こ
こ
で
は
安
心
し
て
子
育

て
が
で
き
る
環
境
が
あ
る
し
、
自
分

で
育
て
た
野
菜
を
食
卓
に
並
べ
て
、

自
然
と
共
に
生
き
る
生
活
が
で
き
る
。

も
っ
と
い
ろ
ん
な
人
と
知
り
合
っ
て
、

異
文
化
交
流
も
ど
ん
ど
ん
し
た
い
。」

と
言
っ
て
お
り
、
こ
の
町
で
の
新
し
い

生
活
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

６
月
に
は
男
の
料
理
教
室
に
参
加
し

て
、
魚
料
理
も
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
琴
浦
町
で
ど
ん
ど
ん
新
し

い
こ
と
を
学
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

も
う
す
ぐ
家
族
が
増
え
る
予
定
な

の
で
、
赤
碕
地
区
公
民
館
で
開
催
さ

れ
て
い
る
乳
幼
児
学
級
に
通
っ
て
「
赤

ち
ゃ
ん
体
操
」
や
「
離
乳
食
」
を
学

ん
で
い
て
、
私
も
こ
の
町
で
の
子
育
て

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

小
こ

倉
くら

　典子さん
（右は夫のキランガ・フィリップさん）

あ
と

　 

が
き

　

初
め
て
町
議
会
議
員
と
い
う
も
の
に

な
っ
て
早
や
５
ヶ
月
。
も
ち
ろ
ん
あ
っ

と
い
う
間
の
日
月
。
漠
然
と
し
た
認
識

し
か
な
い
町
議
会
と
い
う
時
空
間
。

　

２
度
の
定
例
議
会
と
２
度
の
臨
時
議

会
を
と
お
し
て
、
身
の
回
り
３６０
度
の
情

報
の
収
集
と
整
理
、
そ
し
て
判
断
。
究

極
の
生
涯
学
習
と
考
え
れ
ば
自
分
を
納

得
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
、
教
え

ら
れ
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
自
ら
求

め
て
学
習
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

ば
か
り
で
、
し
か
も
現
実
的
な
課
題
ば

か
り
。
そ
ん
な
中
で
、
復
習
と
課
題
整

理
を
せ
よ
と
ば
か
り
の
広
報
紙
「
議
会

だ
よ
り
」
の
編
集
。
疲
れ
て
お
り
ま
す
。

�

（
昌
幸
）

「
中
・
四
国
屈
指
の

�

生
産
量
を
誇
る
ミ
ニ
ト
マ
ト
」

�

（
撮
影
／
澤
田
豊
秋
）

表
紙
写
真

議
会
広
報
常
任
委
員
会

�

委
員
長　
　

澤
田　

豊
秋

�

副
委
員
長　

角
勝　

計
介

�

委
員　
　
　

高
塚　
　

勝

�

委
員　
　
　

押
本　

昌
幸

�

委
員　
　
　

福
本
ま
り
子

�

委
員　
　
　

前
田　

敬
孝
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